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You topia～空想を現実に～
９月13日、第９回夕張中学校学校祭が行われました。
９月７日、８日で開催される予定でしたが、９月６日に発生した地震の影響で日程が変更となり、有志
発表やバザーが中止になりましたが、生徒たちは練習の成果を精一杯発揮し、演劇やダンスで会場を盛
り上げました。
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国
、北
海
道
及
び
夕
張
市
の

　
　  

三
者
協
議
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
８
月
27
日
、28
日
の
２
日

間
夕
張
市
で
、国
か
ら
総
務
省
自
治
財

政
局
財
務
調
査
課
長
他
３
名
、北
海

道
か
ら
総
合
政
策
部
地
域
振
興
局
長

他
６
名
、本
市
か
ら
理
事
他
全
課
室

長
が
出
席
し
、実
務
者
レ
ベ
ル
の
三
者

協
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
者
協
議
は
、平
成
24
年
度
か
ら
引

き
続
き
７
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

１
日
目
は
、本
市
の
現
状
を
国
、道

に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、翌
日
の
議

事
に
係
る
協
議
項
目
関
連
施
設
を
中

心
に
市
内
各
所
の
視
察
を
行
い
、終
了

後
、市
役
所
に
お
い
て
、国
、道
、市
議

会
お
よ
び
市
の
４
者
面
談
を
行
い
ま
し

た
。

　

２
日
目
に
つ
い
て
は
、抜
本
的
に
見

直
し
た
財
政
再
生
計
画（
以
下
、計
画

と
い
う
。）以
降
に
新
規
登
載
し
た
事

業（「
子
育
て
支
援
」、「
若
者
定
住
」お

よ
び「
交
通
再
編
」な
ど
）の
進
捗
状

況
と
成
果
、お
よ
び
今
後
の
課
題
に
つ

い
て
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

計
画
を
抜
本
的
に
見
直
し
、１
年
が

経
過
し
た
後
の
本
市
の
成
果
と
課
題

に
つ
い
て
国
、道
の
実
務
担
当
者
と
認

識
が
共
有
で
き
、有
意
義
な
協
議
と
な

り
ま
し
た
。

◆
記
者
会
見
で
の
発
言

（
総
務
省
）

○
昨
日
実
施
し
た
現
地
視
察
に
続
き
、

本
日
は
、計
画
の
大
幅
見
直
し
か
ら
約

１
年
を
経
過
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、地

域
再
生
に
向
け
た
事
業
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
、三
者
間
で
確
認
さ
せ
て
い
た

だ
き
、今
後
の
対
応
に
つ
い
て
協
議
し
、

意
識
を
共
有
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

○「
若
者
の
定
住
と
子
育
て
支
援
」に

つい
て
は
、医
療
費
の
助
成
の
拡
充
な
ど

の
子
育
て
支
援
策
や
、民
間
賃
貸
住
宅

補
助
な
ど
の
定
住
促
進
策
の
実
施
に

よ
り
、全
体
と
し
て
は
人
口
減
少
の
続

く
中
、夕
張
市
が
拠
点
地
区
と
位
置

付
け
て
い
る
南
清
水
沢
地
区
の
人
口
は

増
加
に
転
じ
た
成
果
を
確
認
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。

○「
新
た
な
人
の
流
れ
」に
つ
い
て
は
、

石
炭
博
物
館
が
炭
鉱
と
夕
張
市
の
歴

史
を
振
り
返
る
、未
来
へ
継
承
す
る
拠

点
と
し
て
リ
ニュ
ー
ア
ル
を
さ
れ
、目
標

を
上
回
る
入
場
者
の
数
を
得
た
。こ
う

い
っ
た
成
果
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。

○「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」に
つ
い

て
も
、賑
わ
い
の
場
の
拠
点
と
な
る
、あ

る
い
は
、Ｊ
Ｒ
石
勝
線
夕
張
支
線
の
廃

止
後
の
交
通
結
節
拠
点
と
な
る
拠
点

複
合
施
設
に
つ
い
て
、着
実
に
取
り
組

み
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
確
認
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。

○
ま
た
、炭
層
メ
タ
ン
ガ
ス
の
知
見
や
技

術
の
取
り
扱
い
や
、人
材
育
成
に
つ
い
て

の
意
欲
的
な
取
り
組
み
、こ
う
いっ
た
こ

と
を
説
明
い
た
だ
い
た
。

○
厳
し
い
財
政
状
況
下
で
、地
域
再
生

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、一
定
の

成
果
を
あ
げ
て
い
る
と
認
識
し
ま
し

た
。今
後
も
計
画
を
着
実
に
実
施
し
、

成
果
を
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

○
総
務
省
と
し
て
も
、引
き
続
き
、財

政
再
建
と
地
域
再
生
に
向
け
た
取
り

組
み
に
対
し
て
、必
要
な
地
方
財
政
措

置
を
講
じ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
北
海
道
）

○
昨
日
の
視
察
で
、抜
本
的
な
見
直
し

に
お
け
る
取
り
組
み
で
、シ
ン
ボ
リ
ッ
ク

な
場
所
で
あ
る
と
感
じ
た
石
炭
博
物

館
は
、交
流
人
口
の
増
加
を
期
待
で
き

る
こ
れ
か
ら
の
夕
張
の
地
域
資
源
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、北
海
道
の
歴
史
を
知
る
と
い

う
意
味
で
も
、教
育
の
場
と
し
て
、貴

重
な
地
域
資
源
に
な
る
と
感
じ
ま
し

た
。

○
本
日
の
協
議
の
中
で
、「
新
た
な
人
の

流
れ
」、「
交
流
人
口
の
創
出
」で
、平
成

30
年
度
か
ら
関
わ
り
人
口
創
出
に
向

け
た
取
り
組
み
を
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す

る
と
い
う
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、夕
張
を
応
援
し
て
い
た
だ

く
方
々
で
、よ
り
濃
い
コ
ア
な
人
た
ち
を

関
係
人
口
と
し
て
、石
炭
の
博
物
館
な

ど
と
連
携
す
る
と
い
う
、夕
張
市
民
あ

る
い
は
市
役
所
だ
け
で
は
な
く
、周
り

の
応
援
も
借
り
な
が
ら
、地
域
再
生
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
事
業
で

非
常
に
印
象
的
に
残
り
ま
し
た
。

○
道
と
し
て
も
、夕
張
市
に
お
い
て
地

域
再
生
に
必
要
な
事
業
が
円
滑
か
つ

確
実
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、今
後
と
も

市
や
総
務
省
と
綿
密
に
連
携
し
な
が

ら
継
続
的
に
協
議
を
進
め
て
、引
き
続

き
夕
張
市
の
財
政
再
建
お
よ
び
地
域

再
生
の
両
立
を
図
り
な
が
ら
、将
来
に

向
け
て
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
が

進
め
ら
れ
る
よ
う
、夕
張
市
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

（
市
　
長
）

○
国・北
海
道
及
び
夕
張
市
の
三
者
協

議
は
、振
り
返
る
と
８
年
前
、設
置
が

決
定
し
こ
れ
以
降
、三
者
が
一
堂
に
会

し
て
、夕
張
の
課
題
解
決
に
向
け
て

様
々
な
協
議
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し

た
。

○
こ
の
成
果
と
し
て
昨
年
３
月
、不
可

能
だ
と
い
わ
れ
続
け
て
き
た
財
政
再

生
計
画
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
、総
務

大
臣
の
同
意
を
得
て
実
現
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

○
計
画
を
確
実
に
実
行
し
て
、財
政
の

再
建
と
地
域
の
再
生
を
現
実
の
も
の

に
す
る
た
め
に
は
、こ
の
三
者
協
議
と
い

う
場
を
最
大
限
活
用
し
て
、計
画
へ
新

た
に
登
載
し
た
事
業
な
ど
の
進
捗
と

成
果
を
共
有
し
、改
善
を
し
て
い
く
こ

と
が
何
よ
り
も
重
要
で
す
。

○
今
年
度
の
三
者
協
議
は
、リ
ス
タ
ー

ト
元
年
で
あ
る
平
成
29
年
度
に
お
い
て

新
た
に
登
載
し
た
事
業
に
つ
い
て
、「
ど

れ
だ
け
の
進
捗
が
あ
っ
た
の
か
」、「
ど

の
よ
う
な
成
果
が
あ
っ
た
の
か
」、そ
し

て
、「
今
後
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る

か
」に
つい
て
三
者
で
確
認
し
ま
し
た
。

○
１
年
間
と
い
う
短
期
間
で
は
あ
り

ま
す
が
、計
画
の
見
直
し
の
成
果
が
現

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。　
　
　

○
夕
張
市
石
炭
博
物
館
に
つ
い
て
は
、

年
間
目
標
１
万
４
千
人
を
大
き
く
超

え
る
２
万
人
以
上
の
皆
様
が
、４
カ
月

弱
の
間
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、本
市
の

交
流
人
口
の
増
加
に
大
き
く
寄
与
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

○
約
３
年
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
時
に
お
い

て
、夕
張
中
学
校
か
ら
夕
張
高
校
へ
進

学
を
希
望
す
る
方
々
が
３
割
で
あ
っ
た

広報ゆうばり　2018年10月号 ２



こ
と
か
ら
、私
た
ち
も
大
き
な
衝
撃
を

受
け
ま
し
た
。こ
の
こ
と
か
ら
、夕
張
高

校
存
続
に
向
け
て
夕
張
高
校
魅
力
化

事
業
を
強
力
に
推
進
し
て
参
り
ま
し

た
。そ
の
結
果
３
割
の
希
望
者
か
ら
、

前
年
度
は
５
割
強
、さ
ら
に
今
年
は
７

割
ま
で
入
学
者
の
伸
び
を
見
せ
て
お

り
、子
供
た
ち
や
保
護
者
の
皆
様
が
夕

張
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
肯
定
的
に

と
ら
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
結
果
の
表

れ
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
７
月
か
ら
は
小
中
高
で
本
格
実
施

し
て
お
り
ま
す
、全
国
で
も
初
の
取
り

組
み
で
あ
る
小
中
高
一
貫
の
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
授
業
を
柱
と
し

た
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
、こ
ち
ら
の

取
り
組
み
な
ど
も
こ
の
結
果
に
影
響

を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

○「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」で
は
、

Ｊ
Ｒ
石
勝
線
夕
張
支
線
廃
止
後
の
代

替
交
通
に
つ
い
て
、５
往
復
の
Ｊ
Ｒ
か
ら

南
北
10
往
復
の
バ
ス
を
確
保
し
て
、ま

た
、バ
ス
運
行
が
な
さ
れ
な
い
地
域
に
つ

い
て
は
、デ
マ
ン
ド
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
乗
車

補
助
な
ど
に
よ
り
、市
民
の
皆
様
の
足

を
確
保
し
ま
し
た
。

○
ま
た
、Ｊ
Ｒ
廃
止
後
の
鉄
道
用
地
な

ど
を
活
用
し
て
、バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど

交
通
結
節
点
機
能
を
有
す
る
拠
点
複

合
施
設
を
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
な

ど
の
財
源
を
活
用
し
建
設
を
す
る
こ

と
と
な
って
い
ま
す
。

○
こ
れ
ら
様
々
な
成
果
を
、三
者
で
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。し
か

し
、先
程
申
し
上
げ
た
と
お
り
、ま
だ

リ
ス
タ
ー
ト
か
ら
１
年
が
過
ぎ
た
ば
か

り
で
あ
り
、本
市
は
、財
政
の
再
建
と

地
域
の
再
生
を
両
立
し
な
が
ら
様
々

な
課
題
に
向
き
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
。

○
本
日
の
三
者
協
議
に
お
い
て
、夕
張

の
真
の
再
生
に
向
け
て
改
め
て
国
・
北

海
道・夕
張
市
の
思
い
を
一つ
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。今
後
も
三
者
の
連

携
体
制
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
と
り
、財

政
の
再
建
と
地
域
の
再
生
を
現
実
の

も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

「国、北海道及び夕張市の三者協議」の開催結果
■結果概要
　平成28年度開催の三者協議に基づき、財政再建と地域再生の両立を図るべく、当該年度末に財政再
生計画を抜本的に見直した。
　今年度の三者協議は、見直し後1年が経過したことを受け、新たに計画へ登載した事業の進捗と成果
の確認を行い、短期間においても一定の効果が現れていることを共有した。
　このことを踏まえ、引き続き、財政再建と地域再生の両立を図るため、三者連携のもと計画を着実に
実行していくことを確認した。

○抜本的見直し以降の計画登載事業の進捗と成果報告、および課題の共有
①若者の定住と子育て支援
　・子育て支援および定住対策などの成果
　・認定こども園
②新たな人の流れ・交流人口の創出
　・石炭博物館のリニューアル
　・関わり人口創出に向けた取組
③地域資源を活用した働く場づくり
　・ＣＢＭ（炭層メタンガス）の取組と成果
④夕張の未来を創るプロジェクト
　・夕張高校魅力化事業の取組と成果
　・小中高一貫オンライン英会話事業の取組
⑤持続可能なまちづくり（コンパクト化・拠点化）
　・拠点複合施設
　・ＪＲ夕張支線の廃止を見据えた交通体系の構築
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他
の
特
別
会
計
の

　
主
な
補
正
の
内
容
を

　
　
　
　
お
知
ら
せ
し
ま
す

総
務
大
臣
あ
て
に
協
議
を
行
っ
た
「
夕
張
市
財
政
再
生
計
画
の
変
更
〈
平

成
30
年
度
第
３
次
（
9
月
）〉
」
に
つ
い
て
、
総
務
大
臣
か
ら
同
意
が
得
ら
れ

ま
し
た
。

今
回
の
計
画
変
更
に
よ
る
財
政
再
生
計
画
期
間
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

同
意
が
得
ら
れ
た
変
更
の
主
な
内
容
を
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

歳　

入

歳　

出
財
政
再
生
計
画
の
変
更

夕
張
市
財
政
再
生
計
画
の
変
更（ 　

  

）と

　
　

平
成
30
年
度
補
正
予
算
の
内
容

平
成
30
年
度

第

３

次

■
一
般
会
計

◆
総
合
行
政
シ
ス
テ
ム（
住
民
票
）お
よ

び
住
基
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
改
修
、林
業
専

用
道
整
備
に
対
し
て
見
込
ま
れ
る
国

道
支
出
金
の
増

計
画
変
更
額　
３
、3
5
0
千
円

◆
農
業
振
興
対
策
連
携
事
業
に
対
す

る
寄
附
金（
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
）

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、当
該
寄
附

金
収
入
の
増計画

変
更
額　

5
0
0
千
円

◆「
財
政
調
整
基
金
」か
ら
の
繰
入
金

の
増計

画
変
更
額　

5
8
、1
1
0
千
円

◆
ズ
リ
山
の
減
災
と
資
源
の
利
用
効

率
化
調
査
事
業
に
対
し
て
見
込
ま
れ

る
補
助
金
の
増

計
画
変
更
額　

1
9
、2
6
7
千
円

◆
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
の
一
部

改
正
に
よ
り
、総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
お

よ
び
住
基
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
を
改
修
す
る

経
費
の
増（
国
庫
支
出
金
を
充
当
）

計
画
変
更
額　
３
、0
1
3
千
円

◆
地
域
に
お
け
る
減
災
と
資
源
の
循

環
を
図
る
た
め
、ズ
リ
の
更
な
る
利
活

用
な
ど
を
調
査
す
る
経
費
の
増（
補
助

金
を
充
当
）

計
画
変
更
額　

1
9
、2
6
7
千
円

◆
南
支
所
の
暖
房
器
具
を
修
繕
す
る

経
費
の
増

計
画
変
更
額　

37
千
円

◆
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
基
づ

き
、子
ど
も・子
育
て
支
援
事
業
計
画

の
第
２
期
計
画
分
を
策
定
す
る
た
め
、

子
ど
も
や
保
護
者
か
ら
子
育
て
の
実

態
や
必
要
な
子
育
て
支
援
内
容
を
調

査
す
る
経
費
の
増

計
画
変
更
額　
２
、4
3
6
千
円

◆
熊
の
出
没
件
数
の
増
加
に
伴
う
熊

駆
除
推
進
員
の
巡
回
出
動
す
る
経
費

の
増

計
画
変
更
額　
１
、5
3
0
千
円

◆
市
立
診
療
所
な
ど
の
改
築
に
つ
い

て
、基
本
構
想
お
よ
び
基
本
計
画
を
策

担
金
、生
活
保
護
費
国
庫
負
担
金
、生

活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業
費
等

負
担
金
、生
活
困
窮
者
就
労
準
備
支

援
事
業
費
等
国
庫
補
助
金
、障
害
者

自
立
支
援
給
付
費
道
費
負
担
金
、障

害
児
入
所
給
付
等
道
費
負
担
金
、生

活
保
護
費
道
費
負
担
金
の
確
定
に
伴

い
発
生
し
た
過
年
度
過
誤
納
還
付
金

の
増計

画
変
更
額　

4
5
、1
1
3
千
円

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

●
支
払
基
金
交
付
金
の
確
定
に
伴
い

発
生
し
た
過
年
度
過
誤
納
還
付
金
の

増介
護
保
険
事
業
会
計

●
地
域
支
援
事
業
費
国
庫
交
付
金
、

地
域
支
援
事
業
費
道
費
交
付
金
、地

域
支
援
事
業
費
支
払
基
金
交
付
金
の

確
定
に
伴
い
発
生
し
た
過
年
度
過
誤

納
還
付
金
の
増

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
会
計

●
後
期
高
齢
者
医
療
シ
ス
テ
ム
を
改

修
す
る
経
費
の
増

問
合
せ
先
　
市
財
政
係

☎
52
―
3
1
2
2

定
す
る
た
め
、建
設
用
地
を
測
量
す

る
経
費
の
増

計
画
変
更
額　
４
、8
7
6
千
円

◆
農
業
に
係
る
雇
用
労
働
力
確
保
を

図
る
た
め
、求
人
サ
イ
ト
へ
掲
載
す
る

経
費
の
増（
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を

充
当
）

計
画
変
更
額　

5
0
0
千
円

◆
当
初
予
算
で
計
上
し
た
林
業
用
道

整
備
に
つ
い
て
、現
地
測
量
お
よ
び
設

計
業
務
を
行
っ
た
と
こ
ろ
当
初
の
見
込

み
よ
り
、排
水
工
の
数
を
増
加
さ
せ
る

必
要
が
生
じ
た
こ
と
に
伴
う
経
費
の

増（
道
支
出
金
を
充
当
）

計
画
変
更
額　
２
、9
6
6
千
円

◆
夕
張
１
号
井
源
泉
の
坑
口
貯
湯
タ

ン
ク
保
護
小
屋
の
ポ
ン
プ
お
よ
び
換
気

扇
設
備
な
ど
を
修
繕
す
る
経
費
の
増

計
画
変
更
額　

9
8
0
千
円

◆
外
国
語
指
導
助
手
の
交
代
に
よ
る

赴
任
に
伴
う
経
費
の
増

計
画
変
更
額　

2
7
9
千
円

◆
ユ
ー
パロ
幼
稚
園
の
臨
時
職
員
の
交

代
に
よ
る
通
勤
手
当
の
増
額
に
伴
う

経
費
の
増

計
画
変
更
額　

86
千
円

◆
平
和
運
動
公
園
内
の
管
理
棟
お
よ

び
第
一
球
技
場
の
ト
イ
レ
を
修
繕
す
る

経
費
の
増計

画
変
更
額　

1
4
4
千
円

◆
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
国
庫

負
担
金
、障
害
児
入
所
給
付
費
等
国

庫
負
担
金
、障
害
者
医
療
費
国
庫
負

予算の補正を行った会計と補正予算額
平成30年９月に総務大臣の同意が得られた「夕張市財政再生計画の変更」に基づき、一般会計の予算の補正を

行うとともに、特別会計について予算の補正を行いました。

会　　計　　名 補正前の予算額 9月の補正予算額 補正後予算額
一 般 会 計 11,131,154 81,227 11,212,381
国民健康保険事業会計 1,407,951 1,883 1,409,834
介 護 保 険 事 業 会 計 1,700,487 4,751 1,705,238

（単位：千円）

後期高齢者医療事業会計 236,192 1,776 237,968
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問合せ先　夕張中学校　☎59－7340

夕張中学校ＰＴＡ　資源物回収
夕張中学校のＰＴＡと生徒が、教育活動に充てるために資源物の回収を行います。

と　　き　10月６日　午前９時～
　　　　　※資源物は当日になってから午前９時までに出してください。
回収地区　清水沢地区（清水沢１～３丁目、清栄町、宮前町、清陵町）、南清水沢地区、
　　　　　南部地区、沼ノ沢地区

○紙類（新聞紙、段ボール、牛乳パック、雑誌類）
○缶類（アルミ缶、スチール缶）
○瓶類（ビール瓶、一升瓶）
○その他アルミ製品（車のホイール、アルミサッシなど）

提供してほしい資源物

それぞれ分別し、紙類は紐などでまとめ、缶類は中をすすいでください。
一升瓶はラックに入る定型のもの。ペットボトルは回収できません。

注意事項

資源物の置き場所
○清水沢地区、南清水沢地区　ごみステーションか道路端の見えやすいところ
へまとめる。
○南部地区　パレットファーム（旧幌南中学校）校門前、スポートピア（旧幌南
小学校）、駐車場、南大夕張郵便局前にそれぞれまとめる。
○沼ノ沢地区　市街地の方は、ごみステーションか道路端の見えやすいところ
にまとめる。その他の地区の方は農協集荷場前。
○その他　夕張中学校にも資源物回収庫があります。直接もってきていただけ
る方は、資源物回収庫へ持参してください。
※不明な点は問い合わせください。

広報ゆうばり　2018年10月号５
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後期高齢者医療制度のお知らせ
～交通事故など、第三者の行為により
　　　　　　　　　　　　けがや病気になったときは？～

■ 第三者の行為とは？
○交通事故
○他人の飼い犬にかまれた
○購入食品や飲食店などでの食中毒
○暴力行為　　など

○第三者行為による被害届（市区町村の窓口にあります。）
○被保険者証
○被保険者の印鑑
○事故証明書（後日でも可）など
※詳しくは市区町村の窓口へご確認ください。

　交通事故（自動車事故や自転車事故など）や飲食店などでの食中毒など、第三者（加害者）の行為によ
ってけがや病気になったとき、本来、治療費は加害者が全額負担するのが原則ですが、被保険者証を使
って治療することができます。治療費のうち後期高齢者医療制度の負担分については、後期高齢者医療
制度が一時的に立て替えて、後日、加害者に請求することになります。

医療機関に対して第三者行為によるけがなどにより、保険証を使用して治療を受ける旨をしっかりと
伝えましょう。

◆ 必ず医療機関に伝えましょう

交通事故のときは、けがの程度が軽くても必ず警察に届出し、人身事故として事故証明書を出しても
らいましょう。

◆ 警察に届け出ましょう

法令により、速やかに後期高齢者医療広域連合に届出をすることが義務付けられていますので、必ず
市区町村の窓口へ第三者行為による被害届の申請をしてください。

◆ 市区町村の窓口にも必ず申請しましょう

【申請に必要なもの】

お問い合わせ先

夕張市役所
市健康保険係
☎52－3105

北海道後期高齢者医療広域連合
住所　〒060－0062
札幌市中央区南２条西14丁目　国保会館６階
☎011－290ー5601

広報ゆうばり　2018年10月号７



キ
ラ
リ
！
〜
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
〜

問
合
せ
先　

夕
張
高
校　

☎
59
―
７
８
０
８

ゆ
う
ば
り
夏
ま
つ
り
に
て

　
　
　
　
よ
さ
こ
い
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

８
月
11
日
、ゆ
う
ば
り
夏
ま
つ
り
で
本
校

生
徒
に
よ
る
よ
さ
こ
い
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、生
徒
有
志
に
よ
る
演
舞
で
し
た

が
総
勢
29
名
が
集
ま
り
、迫
力
の
あ
る
パフ
ォ

ー
マ
ン
ス
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
地
域
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
と
す

る
、よ
り
多
く
の
方
々
に
本
校
生
徒
の
活
動
を

見
て
い
た
だ
け
る
機
会
を
設
け
て
い
き
ま
す

の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

岩
手
県
立
大
学
社
会
福
祉
学
部
の

　
　
　
　
　
皆
さ
ん
と
交
流
し
ま
し
た
。

　

８
月
17
日
に
、岩
手
県
立
大
学
社
会
福
祉

学
部
の
学
生
６
名
と
学
科
長
の
宮
城
好
郎
教

授
が
来
校
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
校
の
現
状
や
取
組
に
つ
い
て
、生
徒
会
執

行
部
の
生
徒
と
交
流
す
る
場
を
設
け
、様
々

な
意
見
を
交
換
し
有
意
義
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

キ
セ
キ
の
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

８
月
22
日
５
、６
校
時
に
キ
セ
キ
の
授
業
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

音
楽・効
果
音
な
ど
の
音
に
関
連
す
る
製

品
を
販
売
す
る
企
業
、ク
リ
プ
ト
ン・フ
ュ
ー
チ

ャ
ー・メ
デ
ィ
ア
株
式
会
社
の
服
部
亮
太
様
に

お
越
し
い
た
だ
き
、「
ツ
ク
ル
を
創
る
〜
ク
リ
プ

ト
ン・フ
ュ
ー
チ
ャ
ー・メ
デ
ィ
ア
の
こ
れ
ま
で
、そ

し
て
こ
れ
か
ら
」と
い
う
テ
ー
マ
で
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
に
も
認
知
度
が
高
い
ボ
ー
カ
ロ

イ
ド「
初
音
ミ
ク
」を
展
開
し
て
い
る
企
業
の

方
の
お
話
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
や
、ス
マ
ホ・タ
ブ
レ
ッ
ト
で
の
質
問
な
ど
、

積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の「
キ
セ
キ
の
授
業
」は
夕
張
市
の「
キ
セ

キ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」を
活
用
し
て
い
ま

す
。

ふ
れ
あ
い
祭
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

８
月
25
日
に
、し
み
ず
さ
わ
広
場
で
開
催

さ
れ
た
第
１
回
ふ
れ
あ
い
祭
り
に
本
校
生
徒

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
好
会
は「
ふ
れ
あ
い
の
店
」

や
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金
、生
徒
会
執
行
部
は
大
抽

選
会
の
活
動
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

吹
奏
楽
部
は
ス
テ
ー
ジ
に
て
計
５
曲
を
演

奏
し
、イ
ベン
ト
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域

貢
献
の
重
要
性
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。今
後
も
、夕
張
高
校
は
地
域
に
参
画

し
、活
動
し
て
い
き
ま
す
。
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行
っ
て
き
ま
し
た
！

日
本
の
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾

　

７
月
26
日
〜
８
月
８
日
の
日
程
で
開
か
れ
た「
高
校
生

の
た
め
の
日
本
の
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
」に
参
加
す
る

山
﨑
さ
ん
への
事
前
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
内
容
に
つ
い
て
は
、第

十
号（
広
報
ゆ
う
ば
り
８
月
号
掲
載
）に
て
報
じ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
回
の
チ
ャ
レ
ン
ジ・モ
ア・ス
ピ
リ
ッツ
で
は
、山
﨑
さ
ん
が

実
際
に
参
加
し
て
見
た
こ
と
、感
じ
た
こ
と
に
フ
ォ
ー
カ
ス

を
当
て
て
い
く
。

ど
ん
な
内
容
だ
っ
た
の
？

み
ん
な
に
聞
い
て
ほ
し
い
！

伝
え
る
難
し
さ

山
﨑
さ
ん（
以
下
敬
称
略
）：
各
界
の
リ
ー
ダ
ー
の
講
義
や

ア
ジ
ア
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
サ
ミ
ッ
ト
と
い
う
高
校
生
同
士
が
テ
ー

マ
に
つい
て
議
論
し
て
、そ
れ
を
小
学
生
に
む
け
て
講
義
す

る
な
ど
の
内
容
で
し
た
。

記
者
：
講
義
で
は
ど
ん
な
話
が
聞
け
た
？

山
﨑
：
歴
史
に
つ
い
て
や
、生
き
方
そ
の
も
の
に
つ
い
て
な

ど
、い
ろ
い
ろ
で
し
た
。映
画
プ
ロ
デ
ュー
サ
ー
か
ら
の
講
義
も

あ
り
ま
し
た
。各
講
義
の
後
の
質
問
時
間
で
も
、す
ご
い
量

の
手
が
挙
が
って
い
て
、圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

記
者
：
印
象
に
残
っ
た
講
義
は
？

山
﨑
：「
ぐ
る
な
び
」の
会
長
で
あ
る
滝
久
雄
さ
ん
の
講
義

で
、リ
ー
ダ
ー
憲
法
の
話
が
印
象
的
で
し
た
。

記
者
：
リ
ー
ダ
ー
憲
法
？

山
﨑
：
リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る
考
え
方
を
憲
法
の
よ
う

に
し
た
も
の
で
、「
一　

最
も
早
く
、最
も
良
く　

二　

人
間

を
好
き
に
な
ろ
う
、人
間
社
会
も
好
き
に
な
ろ
う　

三　

お
互
い
の
文
化
を
尊
重
し
よ
う
」と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

ど
の
考
え
方
も
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
中
で
大
事
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。

自
ら
の
変
化

山
﨑
：
行
く
前
は
、本
当
に
知
ら
な
い
人
と
か
か
わ
る
の

が
苦
手
で
し
た
が
、「
リ
ー
ダ
ー
塾
」を
通
し
て
、知
ら
な
い

人
と
か
か
わ
る
の
が
面
白
い
と
思
い
ま
し
た
し
新
し
い
人

と
触
れ
合
って
、異
な
る
考
え
方
を
学
ぶ
と
人
は
成
長
で
き

る
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。友
達
も
た
く
さ
ん
で
き
、

地
震
の
時
は
お
見
舞
い
の
連
絡
を
く
れ
て
、う
れ
し
か
っ
た

で
す
。

　

行
く
前
に
見
え
て
い
な
か
っ
た
自
分
の
弱
点
も
見
え
た

の
で
、そ
こ
を
改
善
し
て
い
く
た
め
に
頑
張
り
た
い
と
思
って

い
ま
す
。

山
﨑
：
中
で
も
武
藤
杜
夫
さ
ん（
元
法
務
教
官
＝
少
年
院

の
教
官
）の
話
は
、自
分
の
今
ま
で
の
生
き
方
と
か
考
え
方

が
恥
ず
か
し
く
な
る
ほ
ど
い
い
お
話
で
、い
く
つ
に
な
って
も

忘
れ
て
は
い
け
な
い
話
だ
と
思
い
ま
し
た
。ぜ
ひ
み
ん
な
に

聞
い
て
ほ
し
い
の
で
、ま
ず
は
校
内
発
表
で
生
徒
皆
の
心
を

つ
か
ん
で
、市
役
所
も
動
か
し
て
、キ
セ
キ
の
授
業
の一環
で

呼
び
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

記
者
：
呼
べ
た
ら
い
い
ね
、頑
張
っ
て
！
武
藤
先
生
の
話
の

内
容
は
あ
え
て
書
き
ま
せ
ん
！

山
﨑
：「
ア
ジ
ア
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
サ
ミ
ッ
ト
」で
は
、小
学
生
に

対
し
て
講
義
す
る
と
い
う
取
り
組
み
で
、小
学
生
に
分
か

り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と
の
難
し
さ
だ
と
か
、興
味
を
引

　

先
生
は「
い
や
な
こ
と
は
理
解
し
な
い
と
成
長
で
き
な

い
」「
損
か
得
か
で
は
な
く
て
、自
分
が
成
長
で
き
る
か
ど

う
か
」と
い
う
お
話
も
し
て
く
だ
さ
って
、最
近
は
い
や
な
こ

と
が
あ
れ
ば
ど
う
に
か
逃
げ
よ
う
と
す
る
考
え
の
ほ
う
が

多
い
中
で
、い
や
な
こ
と
を
避
け
ず
に
、（
理
解
と
い
う
形
で
）

立
ち
向
か
お
う
と
す
る
姿
勢
は
す
ご
く
い
い
な
と
思
い
ま

し
た
。

夕
張
高
校

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
モ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

第
十
二
号

続・次世代のリーダーをめざして

リーダー塾に参加した山﨑さん（左）
仲間たちとの一枚

議論中の山﨑さん（右）

く
こ
と
の
難
し
さ
を
経
験
し
ま
し
た
。夜
の
12
時
ま
で
準

備
に
熱
中
し
た
の
も
思
い
出
で
す
。時
間
を
か
け
て
み
ん
な

と
話
し
合
って
作
って
い
く
の
は
大
変
で
し
た
が
、そ
の
分
達

成
感
が
大
き
か
っ
た
で
す
。

記
者
：
ど
ん
な
講
義
を
し
た
の
？

山
﨑
：
働
き
方
改
革
や

労
災
な
ど
の
、労
働
問

題
に
つ
い
て
で
す
。聞
く

子
ど
も
に
将
来
に
対
し

て
希
望
を
も
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
講
義
を
、

50
年
後
の
未
来
の
話
を

軸
に
し
て
し
ま
し
た
。50

年
後
の
未
来
と
い
う
の

が
難
し
く
て
、ど
う
し
て

も
現
状
の
課
題
に
対
す

る
対
応
と
い
う
と
こ
ろ

か
ら
話
が
進
ま
ず
に
苦

労
し
ま
し
た
。

　
話
し
方
か
ら
、本
当

に
充
実
し
た
経
験
だ
っ

た
ん
だ
な
、と
わ
か
り

ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も

存
分
に
活
躍
し
て
く

だ
さ
い
！
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10月の夕張は紅葉が素晴らしく、見応え満点です。今年は恒例の「紅葉まつり」は中止

となりましたが、滝の上公園の竜仙峡や千鳥ヶ滝、赤い吊り橋などは日本人のみならず外

国人にも評価が高く、是非何度か見に行きたいと思っております。今後の夕張インバウンド

増加のポイントになるのではと思います。また例年ですと、「紅葉まつり」期間中は滝の上発

電所の見学も出来て歴史に触れることが出来るので、来年の再開を期待しております。

夕張市のホームページの観光情報サイトでは、毎年ゆうばり紅葉便として市内２箇所の

紅葉状況を紹介しています。２箇所は上述の滝の上公園とシューパロダム周辺です。シュー

パロダム周辺の山々も色づくと黄色・赤色と彩が鮮やかで、晴れた日のシューパロ湖の青

さとのコントラストは何とも言えません。背景の夕張岳も少しづつ雪化粧して行きます。

皆様の紅葉のお薦めスポットはどこでしょうか？南北に長い夕張では、北部から始まると

言われています。丁未の山 ・々石炭博物館周辺（石炭の歴史村公園）の紅葉に今年は興味

を持っています。朝・昼・夕方と時間帯別にも風情の違いを見てみたいと思います。本町地

区については、勤務地でもあり見慣れていると言いたいところですが、実際ゆっくり見てな

いので、ウォーキングして深まる秋を感じたいと考えています。昨年から見学施設として再

スタートした鹿鳴館は今秋から本格的にオーベルジュとして運営されると伺っています。歴

史的建造物と鹿の谷の紅葉も観光ポイントとして見逃せないところです。

以前にもお知らせ致しましたが、年間約50万人以上のお客様が夕張に訪れていらっし

ゃいます。月別に見ると実は10月が最も多い入れ込みとなります。夏の時期でも、スキーの

時期でもなく、紅葉の10月です。本格的な旅行客の皆様だけでなく、夕張近郊や札幌、帯

広、旭川方面の方々が樹海ロード（国道274号線）、国道452号線を通じて日帰りでお越

しになるものと考えられます。今年は全道的に観光客の減少が心配されますが、紅葉に感

謝し、また天気を願う毎日です。

観光推進チーム　　林　幹翁

夕張支線臨時列車のお知らせ
運 転 日
編 成
ダ イ ヤ

経 緯

貸 切
問合せ先

11月３日（土）文化の日
キハ40　２両　２往復
①新夕張　 ９：05発　夕張　　11：15発
　夕張　　 ９：43着　新夕張　11：50着
②新夕張　13：10発　夕張　　15：15発
　夕張　　13：48着　新夕張　15：50着
11月１日は夕張支線の126歳の誕生日
最後の誕生日をお祝いし、永年の運行に感謝してイベントを実施。
ありがとう夕張支線実行委員会の団体列車です。
市商工観光係　☎52－3128
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健康診断を受けよう①～健診と医療費～

死亡数は男女ともに悪性新生物、心疾患、脳血管疾患の順で多いですが、地域の年齢構成を均一にし
た標準化死亡比(SMR注１）でみると、男女ともに全国平均より有意に高いのは腎不全、虚血性心疾患の
順になっています。
注１）標準化死亡比(SMR)は、標準的な年齢構成に合わせて死亡率を比較する指標で、全国平均を100とし、100より多

いと平均より死亡率が高いと判断される

●北海道健康づくり財団北海道における主要死因の概要９（平成18年～27年）

注2）有意水準：統計学的に＊の数が多いほど数字の信頼性が高いことを意味します。

夕張市における主な死因

主な死因である腎臓・心臓・脳血管疾患は、血管の障害で起こり、多くの場合、発症するまで自覚症状
はありません。
しかし、血管の障害は突然起こるわけではありません。血管を痛める要因となる高血圧、糖尿病、脂
質異常症などのコントロールがうまくいかずにいると、血管の障害が徐々に進行・重症化し、その結果、
腎不全や心筋梗塞などの虚血性心疾患を起こします。
下図は主な生活習慣病の１年間にかかる医療費で、疾病が重症化するほど医療費も高くかかることが
わかります。また、病院受診時に窓口で支払う自己負担金は、かかった医療費の１～３割で、残りは健康
保険料から支払われていますので、一般的には医療費がたくさん必要になると、収める保険料もたくさ
ん必要になります。

腎不全・虚血性心疾患って突然起こるの？

男　　性 女　　性

疾病名 疾病名

腎 不 全 腎 不 全

虚 血 性 心 疾 患 虚 血 性 心 疾 患

悪 性 新 生 物 脳 血 管 疾 患

脳 血 管 疾 患 心 疾 患

心 疾 患 悪 性 新 生 物

肺 炎 肺 炎

死亡数 SMR 有意水準（注２）

29 157.6 ＊

78 126.6 ＊

382 126.1 ＊＊

114 125.6 ＊

151 111.9

94 87.2

死亡数 SMR 有意水準（注２）

37 186.4 ＊＊

83 158.5 ＊＊

139 141 ＊＊

190 120.8 ＊＊

233 114.4 ＊

54 61.8 －＊＊

遺
伝
や
肥
満
・
内
臓
脂
肪

境
界
型
糖
尿
病

糖
　
尿
　
病

内服薬のみ

計90万

17万

50万

7万

9万

7万

高血圧症

高脂血症

高尿酸血症

500万

100万

100万

100万

腎臓人工透析

下肢切断

400万

200万

心臓で倒れる

脳で倒れる

目　白内障

　　網膜症
＋

３か月ごとの血液検査のみ
約25,000円

インスリン注射

（金額は、病状・治療法等により
　　　　　　　　個人差があります）

通 院 要入院
重症化

※
一
回
の
費
用

一
回
の
費
用

※手術のみの費用
下肢切断（ひざ下） 14万4,000円
白内障 12万1,000円
網膜症 11万2,000円

健康診断・保健指導で、この段階での発症予防・重症化予防ができます！
年１回の健康診断を受けて、自分の体の変化をみていくことで、
予防ができ、早期に治療することで医療費も低く抑えられます。

健診を受けている人の方が健診を受けていない人より、生
活習慣病の１人あたり医療費が低いとのデータもあります。

・健診結果で再検査や精密検査が必要な項目があれば、医療機関を受診する。
・医療機関通院中の方は、必ず健診結果をかかりつけ医に持参する。
・前回の結果と比べ、検査値が悪くなっている項目がないか確認し、自分の生活の変化と合わせて振り返る。
・健診結果の説明や保健指導を受ける機会があれば活用する。

●健康診断を受けて終わりになっていませんか？ 健診結果を活かすには…

保健師　辻　弓香子
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平
成
30
年
市
営
住
宅
第
４
回

　
　
一
般
公
募 

入
居
者
募
集

「
ヤ
マ
を
伝
え
る
」展
開
催

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

 

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

入
居
資
格

　

政
令
で
定
め
る
収
入
の
基
準
を
満

た
す
方
、地
方
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

方
、住
宅
に
困
って
い
る
方
な
ど
。

　

既
に
市・道
営
住
宅
に
入
居
し
て
い

る
方
で
、お
風
呂
が
な
い
方
や
世
帯
構

成
員
が
増
減
し
た
方
な
ど
特
別
な
事

情
が
あ
り
、住
替
え
の
条
件
を
満
た
す

方
。

応
募
期
限　

10
月
10
日　

午
後
５
時

30
分

申
込
方
法　

　

本
人
が
市
役
所
３
階
建
築
住
宅
係

ま
た
は
南
支
所
に
、関
係
書
類（
申
込

用
紙
、印
鑑
、入
居
者
全
員
分
の
住
民

票
と
収
入
証
明
な
ど
）を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。持
参
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

は
郵
送
に
よ
る
提
出
も
受
け
付
け
し
　

10
月
よ
り
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。　
　
　

対
象
者

（１）
接
種
日
に
65
歳
以
上
の
市
民
の
方
。

（２）
接
種
日
に
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の

市
民
の
方
で
心
臓
、じ
ん
臓
ま
た
は
呼

吸
器
の
機
能
に
自
己
の
身
辺
の
日
常

生
活
活
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程

度
の
障
が
い
を
有
す
る
方
と
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の
機
能
に

日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程

度
の
障
が
い
を
有
す
る
方
。（
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
程
度
）

実
施
期
限　

平
成
31
年
３
月
31
日

実
施
医
療
機
関

①
中
條
医
院　

②
簗
詰
医
院

③
南
清
水
沢
診
療
所

④
夕
張
市
立
診
療
所　
　
　
　
　
　

接
種
費
用　

実
施
医
療
機
関
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

市
の
助
成
額　

上
限
１
、5
0
0
円

（
生
活
保
護
受
給
者
の
方
は
接
種
費

用
を
全
額
助
成
）

自
己
負
担
金

　

夕
張
在
住
の
元
炭
鉱
マ
ン
が
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
る
た
め
に
描
い
た「
炭
鉱

の
仕
事
や
暮
ら
し
」の
絵
70
点
を
中
心

に
、街
の
人
々
が
撮
っ
た
写
真
や
炭
鉱

か
ら
生
ま
れ
た
文
化
に
関
す
る
資
料

を
展
示
し
ま
す
。来
場
者
の
み
な
さ
ん

と
懐
か
し
い
風
景
や
雰
囲
気
を
楽
し

み
、街
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。観
覧
無
料
。

と　

き　

10
月
27
日
〜
11
月
10
日

午
前
10
時
〜
午
後
７
時（
最
終
入
場

午
後
６
時
）日
曜
日
は
閉
館　

と
こ
ろ　

市
民
研
修
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先　

夕
張
の
記
憶
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
実
行
委
員
会

☎
0
1
2
3
―
57
―
7
4
6
3

（１）
接
種
費
用
が
3
、0
0
0
円
以
下
の

場
合
は
１
、5
0
0
円

（２）
接
種
費
用
が
3
、0
0
0
円
を
超

え
る
場
合
は
、そ
の
費
用
か
ら
１
、

5
0
0
円
を
引
い
た
額
。

（３）
生
活
保
護
受
給
者
の
方
は
自
己
負

担
な
し

接
種
回
数　

１
回 

そ
の
他

①
接
種
す
る
前
に
実
施
医
療
機
関
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

②
生
活
保
護
受
給
者
の
方
は
生
活
保

護
受
給
証
明
書
を
実
施
医
療
機
関
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
対
象
者
の
（２）
に
該
当
す
る
方
は
、身

体
障
害
者
手
帳
を
実
施
医
療
機
関
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

④
市
外
の
病
院（
施
設
）に
入
院（
入

所
）し
て
い
る
方
が
接
種
す
る
場
合
は

事
前
に
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
保
健
係

☎
52
―
3
1
0
6

ま
す（
※
10
月
10
日
必
着
）。応
募
者

が
複
数
と
な
っ
た
場
合
は
抽
選（
10
月

12
日
予
定
）に
て
決
定
し
ま
す
。当
選

者
は
、入
居
資
格
審
査
を
受
け
て
い
た

だ
き
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
建
築
住
宅
係　

☎
52
―
3
1
1
9

※１ 募集住戸および募集枠については変更する場合があります。
※２ 階情報に(ｴ)が付いているものは、ｴﾚﾍ゙ ｰﾀ付の住宅です。
※３ 中堅所得者世帯枠に申込みをお考えの方は事前にご相談ください。
※４ 夕張市内の民間賃貸住宅、雇用促進住宅に入居している避難者世帯が対象となります。

募 集 枠 種 別 地 区 住 棟 間 取 階情報 戸 数

改 良

改 良

改 良

改 良

改 良

公 営

賃 貸

公 営

本 町

本 町

末 広

末 広

末 広

南 清 ４

宮 前

平 和

栄

栄

恵４

恵４

恵４

H48-14

憩１

夢３

２LＤＫ

３LＤＫ

３LＤＫ

３LＤＫ

３LＤＫ

２ＤＫ

２LＤＫ

２LＤＫ

１階(ｴ)

１階(ｴ)

２階(ｴ)

３階(ｴ)

４階(ｴ)

１階

２階(ｴ)

３階

２

２

１

１

１

１

１

１

中堅所得者
世帯枠※３
東日本大震災
避難者世帯枠※４

一般世帯枠
住宅に

困っている方対象
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『
か
ら
だ
の
調
整

　
（
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
）

　
　

セ
ミ
ナ
ー
』開
催
案
内

後
期
技
能
検
定

　
　
　
　
　

受
検
者
募
集

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

 

（
略
称
：
中
退
共
制
度
）に

　
　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て

10
月
は「
年
次
有
給
休
暇

　
　

取
得
促
進
期
間
」で
す

「
道
央
圏
地
方
税
合
同

公
売
会
in
岩
見
沢
」開
催
の

　
　
　
　
　
　

  

お
知
ら
せ

個
人
事
業
税
の
お
知
ら
せ

『
介
護
予
防
ゆ
る
リ
ラ
講
座
』

　
　
　
　
　
　

の
お
知
ら
せ

　

ぐ
っ
す
り
眠
れ
な
い
、体
が
重
だ
る

い
、肩
こ
り・腰
痛
、運
動
不
足
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

　

男
性
限
定
で
、心
と
か
ら
だ
の
調
子

を
整
え
、疲
労
回
復
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を

図
る
た
め
の
軽
運
動
を
行
う
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

対　

象　

男
性　

お
お
む
ね
65
歳
以

下
の
方

と　

き　

11
月
７
日
、11
月
14
日
２
回

コ
ー
ス　

午
後
６
時
30
分
〜
午
後
８
時

（
午
後
６
時
受
付
開
始
）　

と
こ
ろ　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

申
込
期
限　

10
月
31
日

申
込・問
合
せ
先　

市
保
健
係

☎
52
―
3
1
0
6

e-m
ail ybrhkn

＠city.yubari.lg.jp

　

メ
ー
ル
で
お
申
込
み
の
方
は
、氏
名
、

生
年
月
日
、電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

　

足・腰
、認
知
機
能
な
ど
が
衰
え
は

じ
め
た
と
感
じ
て
い
る
、高
齢
者
の
か

た
向
け
の
事
業
の
お
知
ら
せ
で
す
。

　

介
護
が
必
要
と
な
ら
な
い
よ
う
、専

門
の
講
師
が
軽
運
動
と
認
知
機
能
を

維
持
向
上
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
ま
す
。参
加
無
料
。

　
『
ゆ
る
リ
ラ
講
座
』は
ゆ
る
や
か
で
リ

受
検
資
格　

１
級
、単
一
等
級
、２
級
、

３
級

実
施
職
種　

配
管
、鉄
筋
施
工
、建
築

大
工
な
ど

受
付
期
間　

10
月
１
日
〜
10
月
12
日

問
合
せ
先

空
知
地
方
技
能
訓
練
協
会

☎
0
1
2
5
―
24
―
1
8
8
0

　

中
退
共
制
度
は
、中
小
企
業
退
職

金
共
済
法
に
基
づ
き
、中
小
企
業
の
振

興
と
従
業
員
の
福
祉
の
増
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
は
加
入
促
進
強
化
月
間
で
す
。

問
合
せ
先

（
独
）勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
03
―
6
9
0
7
―
1
2
3
4

　

事
業
主（
使
用
者
）の
皆
さ
ん
へ
、来

年
度
の
業
務
計
画
な
ど
の
作
成
に
当

た
り
、従
業
員
の
年
次
有
給
休
暇
の
取

得
を
十
分
に
考
慮
す
る
と
と
も
に
、年

次
有
給
休
暇
の
計
画
的
付
与
制
度
の

導
入
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　

労
働
基
準
法
が
改
正
さ
れ
、平
成

31
年
４
月
よ
り
、使
用
者
は
、10
日
以

上
の
年
次
有
給
休
暇
が
付
与
さ
れ
る

　

道
央
圏
の
市
町
村
な
ど
が
差
し
押

さ
え
た
財
産
の
合
同
公
売
会
を
開
催

し
ま
す
。空
知
管
内
で
は
初
め
て
の
開

催
と
な
り
ま
す
。

と　

き　

10
月
28
日　

正
午
か
ら

と
こ
ろ　

空
知
合
同
庁
舎
１
階 

道
民

ホ
ー
ル（
岩
見
沢
市
８
条
西
５
丁
目
）

公
売
参
加
に
必
要
な
も
の　

印
鑑

（
個
人
は
認
め
印
、法
人
は
代
表
者

印
）、身
分
証
明
書（
運
転
免
許
証
、健

康
保
険
証
な
ど
）、買
受
代
金（
現
金
）

※
代
理
人
が
入
札
に
参
加
す
る
場
合

は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
先

空
知
総
合
振
興
局
納
税
課

☎
0
1
2
6
―
20
―
0
0
5
7

市
収
納
係　
　

 　
☎
52
―
3
1
2
9

　

11
月
30
日
は
、個
人
事
業
税
第
２

期
の
納
期
限
で
す
。 

　

個
人
事
業
税
第
２
期
分
の
納
付
書

は
、８
月
に
第
１
期
分
納
付
書
と
一
緒

に
送
付
し
て
い
ま
す
。金
融
機
関
・
郵

便
局
、空
知
総
合
振
興
局
納
税
課
の

窓
口
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア（
バ

ー
コ
ー
ド
が
な
い
も
の
、１
枚
の
金
額
が

30
万
円
以
上
の
も
の
を
除
く
。）で
納

期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
手
元
に
納
付
書
は
あ
り
ま
す

か
？

　

納
付
書
が
お
手
元
に
な
い
場
合
は
、

再
度
送
付
し
ま
す
の
で
、空
知
総
合
振

興
局
納
税
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
口
座
振
替
納
税
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

う
っ
か
り
納
期
限
を
忘
れ
て
、延
滞

金
を
納
め
る
こ
と
が
な
く
な
り
ま
す
。

今
年
度
申
込
む
と
、翌
年
度
か
ら
口
座

振
替
を
開
始
し
ま
す
。

問
合
せ
先

空
知
総
合
振
興
局
納
税
課

☎
0
1
2
6
―
20
―
0
0
5
5

ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
講
座
を
目
指
し
ま

す
。

※
老
人
福
祉
会
館
の
バ
ス
が
利
用
で
き

ま
す
。本
町（
随
北
）方
面
の
方
は
、市

内
路
線
バ
ス（
社
光
発　

午
前
11
時
39

分
〜
夕
鉄
本
社
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
着　

午
前
11
時
52
分
）を
利
用
す
る
と
便

利
で
す
。

申
込・問
合
せ
先　

市
包
括
支
援
係

☎
52
―
3
1
0
7

場　　　所 実　施　日 開催時間 申込について

当日の受付は開催30分前からです。
電話で申し込みください。

申込・問合せ先
　市包括支援係　☎52－3107

全
て
の
労
働
者
に
対
し
、毎
年
５
日
、

時
季
を
指
定
し
て
有
給
休
暇
を
与
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。こ
の
時
季
指
定

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
５
日
間
に

つ
い
て
、計
画
的
付
与
制
度
を
は
じ
め
、

労
働
者
が
取
得
し
た
年
次
有
給
休
暇

の
日
数
分
は
時
季
指
定
の
必
要
が
な

く
な
り
ま
す
。年
次
有
給
休
暇
の
計

画
的
付
与
制
度
の
導
入
を
検
討
し
ま

し
ょ
う
。

問
合
せ
先　

北
海
道
労
働
局
雇
用
環

境・均
等
部
指
導
課

☎
0
1
1
―
7
0
9
―
2
7
1
5

老人福祉会館

11月13日（火）

11月27日（火）

12月４日（火）

12月11日（火）

12月25日（火）

10月１日～11月６日午後１:00～２:30
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秋
の
火
災
予
防
運
動
が

　
　
　
　
　

始
ま
り
ま
す

自
賠
責

　

切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

行
政・人
権・心
配
ご
と

合
同
な
ん
で
も
相
談
を
開
催

夕
張
市
管
内

　
　
　
　

防
火
標
語
決
定

　

消
防
署
と
消
防
団
で
は
、10
月
15
日

か
ら
31
日
ま
で「
忘
れ
て
な
い
？　

サ

イ
フ
に
ス
マ
ホ
に　

火
の
確
認
」を
統
一

標
語
に
市
内
各
地
域
で
火
災
予
防
の

啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

朝
晩
の
冷
え
込
み
が
厳
し
く
な
り
、

こ
れ
か
ら
冬
に
か
け
て
暖
房
器
具
な
ど

を
取
り
扱
う
機
会
が
増
え
る
と
同
時

に
、空
気
が
乾
燥
し
、火
災
が
発
生
し

や
す
い
気
象
条
件
と
な
り
ま
す
の
で
、一

人
ひ
と
り
が
普
段
の
生
活
の
中
で
防

火
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、火
災
が
発

生
し
な
い
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

火
災
予
防
運
動
期
間
中
、75
歳
以

上
の
高
齢
者
世
帯
を
対
象
に
、防
火
査

察
を
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
住
宅
防
火　

命
を
守
る　

７
つ
の

ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

◇
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

◇
暖
房
器
具
は
、燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

◇
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

◇
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

◇
寝
具
、衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、防
炎
品
を

　

市
内
の
小
学
生
を
対
象
に
募
集
し

ま
し
た『
防
火
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
』で
、

審
査
し
た
結
果
ゆ
う
ば
り
小
学
校
５

年　

木
下　

茉
鞠
さ
ん
が
考
案
し
ま

し
た『
ふ
だ
ん
か
ら 
指
差
し
確
認 

火

の
用
心
』が
最
優
秀
作
品
と
し
て
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
標
語
は
、10
月
か
ら
１
年
間
、

防
火
対
策
な
ど
を
推
進
す
る
春・秋
の

火
災
予
防
運
動
な
ど
で
、夕
張
市
管

内
の
防
火
標
語
と
し
て
火
災
予
防
啓

発
に
活
用
し
ま
す
。

最
優
秀
賞

５
年　

木
下　

茉
鞠
さ
ん

『
ふ
だ
ん
か
ら　

指
差
し
確
認　

火
の

用
心
』

優
秀
賞

４
年　

井
村　

凜
花
さ
ん

『
二
度
見
し
て　

忘
れ
な
い
よ
う　

火

の
始
末
』

３
年　

角
田　

心
美
さ
ん

『
そ
う
じ
し
よ
う　

き
た
な
い
お
へ
や

　

交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
数
は

年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、平
成

29
年
の
事
故
発
生
件
数
は
約
47
万

件
、死
傷
者
数
は
約
58
万
人
と
、国
民

の
誰
も
が
交
通
事
故
の
被
害
者
に
も

加
害
者
に
も
な
り
得
る
極
め
て
深
刻

な
状
況
と
な
って
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
は
車
社
会
の
負
の
部
分

で
あ
り
、被
害
者
に
と
っ
て
も
加
害
者

に
と
っ
て
も
悲
惨
な
結
果
を
も
た
ら
す

も
の
で
す
。

　

自
賠
責
保
険・共
済
は
、す
べ
て
の
ク

ル
マ・バ
イ
ク
１
台
ご
と
に
加
入
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
お
り
、加
害
者
の
賠
償
責

任
を
担
保
す
る
こ
と
で
、被
害
者
の
基

本
的
な
賠
償
を
保
障
す
る
制
度
で
あ

り
、被
害
者
の
救
済
を
目
的
と
し
て
い

　

毎
月
第
４
金
曜
日
に
老
人
福
祉
会

館
で
行
政
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

10
月
は
行
政・人
権・心
配
ご
と
の
合
同

相
談
を
実
施
し
ま
す
。

と  

き　

10
月
26
日 

午
前
９
時
〜
正

午と
こ
ろ　

老
人
福
祉
会
館

問
合
せ
先

市
市
民
係

☎
52
―
3
1
0
4

夕
張
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
56
―
6
0
0
4

使
用
す
る
。

◇
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置

す
る
。

◇
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、隣
近
所
の
協
力
体

制
を
つ
く
る
。

問
合
せ
先　

市
消
防
本
部

☎
53
―
4
1
2
1

は　

か
じ
の
も
と
』

特
別
賞

２
年　

野
中　

梨
央
さ
ん

『
わ
す
れ
て
な
い
？　

よ
う
じ
の
前
に

火
の
か
く
に
ん
』

１
年　

加
藤　

祐
孜
さ
ん

『
ひ
の
か
く
に
ん　

お
で
か
け
ま
え
と

ね
る
ま
え
に
』　　

ユ
ー
モ
ア
賞

６
年　

新
田　

優
芽
さ
ん

『
そ
の
火
！　

気
を
つ
け
て
!!
も
や
し

て
い
い
の
は　

脂
肪
だ
け
』

問
合
せ
先　

市
消
防
本
部

☎
53
―
4
1
2
1

ま
す
。

　
一
人
一
人
が
、よ
り
一
層
自
賠
責
制
度

の
役
割
や
重
要
性
、保
険
金・共
済
金

の
支
払
い
の
仕
組
み
な
ど
を
十
分
に
理

解・認
識
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で

す
。

◆
自
賠
責
保
険・共
済
な
し
で
の
運
行

は
法
令
違
反
で
す

　

自
賠
責
保
険・共
済
は
、万
一の
自
動

車
事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人
賠
償

を
目
的
と
し
て
、自
動
車
損
害
賠
償

保
障
法
に
基
づ
き
、原
動
機
付
自
転
車

を
含
む
す
べ
て
の
自
動
車
に
加
入
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、自
賠
責
保
険
・

共
済
な
し
で
運
行
す
る
こ
と
は
法
令

違
反
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先　

国
土
交
通
省
北

海
道
運
輸
局
札
幌
運
輸
支
局

☎
0
1
1
―
7
3
1
―
7
1
6
7

「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」「み なで「み なで
Episode ４

懐かしい夕張の写真をお寄せください。
下記フェイスブックに投稿または清水沢コミュニティゲート（宮前町39 
宮コ23）に持参いただくか、市役所企画課でも受け付けています。

「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」　https://yubarinokioku．net/ 
フェイスブックページ　https://www．facebook．com/yubarinokioku/ 
夕張の記憶ミュージアム実行委員会（幹事・清水沢プロジェクト　☎57－7463）

（市企画係　☎52－3141）

「秋の旧大夕張駅前」　久保田総合印刷提供 1985年頃撮影

▼この写真は下記でもご覧いただけます。
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紅
葉
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　
　
　

閉
止
の
お
知
ら
せ

ふ
る
さ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
「
あ
ず
ま
し
い
」

北
海
道
の

　
　

最
低
賃
金
の
改
正

平
成
30
年
度

　
　
　

行
政
相
談
週
間

９
月
検
診
振
替
日
程
の

　
　
　
　

時
期
に
つ
い
て

夕
張
文
化
誌
64
号

「
市
民
の
ひ
ろ
ば
」作
品
募
集

体
育
の
日　

体
育
施
設
の

　
一
部
を
無
料
開
放
し
ま
す

第
64
回
美
術
協
会
公
募
展

が
ん
ば
る
市
民
文
化
祭

　

2
0
1
8　

作
品
募
集

教
育
委
員
会
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

文
ス
ポ
楽
々
運
動
教
室

　

紅
葉
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
、台
風
21

号
の
影
響
で
立
木
が
倒
れ
、安
全
に
プ

レ
ー
で
き
る
環
境
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、

復
旧
作
業
が
終
わ
る
ま
で
閉
止
し
ま

す
。　

申
込・問
合
せ
先　

大
谷 

☎
58
―
3
0
1
1

◆
実
践
英
会
話
教
室
受
講
者
募
集

対　

象　

市
民

期　

間　

10
月
11
日
〜
平
成
31
年
３

月
28
日（
年
末
年
始
な
ど
を
除
く
概

ね
毎
週
木
曜
日
、全
20
回
）

と　

き　

午
後
６
時
15
分
〜
７
時
15

〜
脳
が
喜
ぶ
、笑
顔
が
広
が
る
〜

と　

き　

10
月
３
日
、10
月
17
日

午
前
10
時
〜
11
時
30
分（
９
時
45
分

集
合
）

と
こ
ろ　

ゆ
う
ば
り
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー

内　

容　

中
高
年
の
方
々
対
象
の
簡

単
な
筋
ト
レ
と
脳
ト
レ

持
ち
物　

運
動
靴
、飲
み
物
、タ
オ
ル

料　

金　

１
回
2
0
0
円

申
込・問
合
せ
先　

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

加
藤

（
夕
張
市
体
育
協
会
内
）

☎
56
―
6
0
4
6
　

絵
、書
、写
真
、押
絵
、陶
芸
、手
芸

な
ど
、文
化
祭
で
展
示
す
る
市
民
の
皆

さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。創
作
コ

ー
ナ
ー
も
設
置
予
定
で
す
。

作
品
受
付　

10
月
26
日
、午
前
10
時

集
合
で
各
自
会
場
に
持
参
し
展
示
作

業
を
し
て
く
だ
さ
い
。

作
品
搬
出　

11
月
３
日　

午
後
４
時

〜
５
時
頃
の
時
間
帯
で
各
自
搬
出
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
夕
張
中
学
校
生
徒
の
作
品
展

　

生
徒
が
授
業
や
部
活
動
で
制
作
し

た
絵
画
な
ど
の
作
品
展
で
す
。

と　

き　

10
月
23
日
〜
11
月
14
日

午
前
８
時
45
分
〜
午
後
５
時
30
分

（
市
役
所
開
庁
時
間
）観
覧
無
料
。

と　

き　

10
月
１
日
〜
６
日

午
前
９
時
〜
午
後
６
時（
最
終
日
は
午

後
４
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

清
水
沢
地
区
公
民
館

問
合
せ
先

美
術
協
会
事
務
局　

小
林

☎
57
―
3
6
4
3

　

次
の
体
育
施
設
を
無
料
開
放
し
ま

す
。個
人
の
利
用
に
限
り
ま
す
。

と　

き　

10
月
８
日　

午
前
10
時
〜

午
後
３
時

開
放
施
設　

ゆ
う
ば
り
文
化
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
、（
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ・ト
レ
ー
ニ
ン

グ
室
）ゆ
う
ば
り
テ
ニ
ス
コ
ー
ト（
№
１・

３
）、サ
ン
グ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

（
多
目
的
運
動
広
場
）

問
合
せ
先

ゆ
う
ば
り
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

☎
56
―
6
0
4
6

　

市
内
在
住
の
方
の
作
品
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
内
容　

俳
句
・
短
歌
・川
柳
、詩
・

随
筆
、掌
編
小
説
な
ど（
8
0
0
字
以

内
）、写
真
、絵
、書
、切
り
絵
な
ど
を
写

真
化
し
た
も
の

応
募
期
限　

11
月
30
日

応
募
先　

市
教
育
委
員
会 

　

今
年
３
月
に
発
刊
し
た
夕
張
文
化

誌
63
号
を
3
0
0
円
で
販
売
し
て
い

ま
す
。問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

文
化
協
会
事
務
局　

福
島

☎
59
―
5
0
3
8

　

北
海
道
内
で
事
業
を
営
む
使
用
者

と
そ
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の
労
働

者（
臨
時
、パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、ア
ル
バ
イ

ト
な
ど
を
含
む
）に
適
用
さ
れ
る
北
海

道
最
低
賃
金
が
、次
の
と
お
り
改
定
さ

れ
ま
し
た
。

最
低
賃
金
額　

時
間
額 

8
3
5
円

効
力
発
生
年
月
日　

10
月
１
日

問
合
せ
先

岩
見
沢
労
働
基
準
監
督
署

☎
0
1
2
6
―
22
―
4
4
9
0

　

総
務
省
で
は
、毎
年
10
月
の
１
週
間

を「
行
政
相
談
週
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　

行
政
相
談
の
日
程
は
、毎
月
の
暮
ら

し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先　

北
海
道
管
区
行
政
評
価

局
行
政
相
談
課 

☎
0
1
1
―
7
0
9
―
2
3
1
1

　

地
震
の
影
響
で
中
止
し
た
９
月
７

日
〜
11
日
の
健
康
診
査・が
ん
検
診
に

つ
い
て
は
、年
内
に
実
施
で
き
る
よ
う
日

程
を
調
整
中
で
す
。お
申
込
み
の
皆
さ

ま
に
は
、ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が

今
し
ば
ら
く
お
待
ち
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
保
健
係

☎
52
―
3
1
0
6

分と
こ
ろ　

清
水
沢
地
区
公
民
館

講　

師　

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー・リ
ー

（
外
国
語
指
導
助
手
）

定　

員　

15
名

申
込
期
限　

10
月
10
日

受
講
料　

無
料

◆
第
61
回
夕
張
市
音
楽
発
表
会

と　

き　

10
月
13
日　

８
時
45
分
〜

11
時
45
分

と
こ
ろ　

ゆ
う
ば
り
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー

◆
第
25
回
ユ
ー
パ
ロ
幼
稚
園
発
表
会

と　

き　

10
月
21
日　

９
時
開
演

と
こ
ろ　
ユ
ー
パロ
幼
稚
園

◆
ゆ
う
ば
り
小
学
校
学
習
発
表
会

と　

き　

10
月
27
日　

８
時
30
分
〜

午
後
０
時
10
分

と
こ
ろ　

ゆ
う
ば
り
小
学
校
体
育
館

申
込・問
合
せ
先　

市
教
育
係

☎
52
―
3
1
6
6

展
示
期
間　

10
月
27
日
〜
11
月
３
日

（
28
日
は
休
館
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
６
時（
最
終
日
は
午

後
４
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

清
水
沢
地
区
公
民
館

※
大
き
な
作
品
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
20

点
以
上
の
作
品
を
持
参
す
る
予
定
の

方
は
、事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

会
場
の
都
合
上
、主
催
者
で
展
示
の
調

整
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。搬
入
搬

出
日
に
都
合
が
合
わ
な
い
場
合
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

申
込・問
合
せ
先

市
教
育
係　
　
　

☎
52
―
3
1
6
6

清
水
沢
地
区
公
民
館☎

59
―
6
1
1
1

問
合
せ
先　

市
教
育
係　

☎
52
―
3
1
6
6
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除
雪
会
員
が

　
　
　
不
足
し
て
い
ま
す
。

自
衛
官
募
集

献
血
車
が
市
内
を

　
　
　
　
　
巡
回
し
ま
す

南清水沢

黒
川
真
千
ち
ゃ
ん

平
成
28
年
10
月
21
日
生
ま
れ

ま
　
　 

ち

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
除
雪

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
、除
雪
の
手

伝
い
が
で
き
る
方
は
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
へ
登
録（
冬
期
の
み
）の
う
え
、協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

作
業
内
容　

お
お
む
ね
15
㎝
以
上
の

降
雪
が
あ
っ
た
場
合
の
除
雪

作
業
場
所　

高
齢
者
住
宅
の
玄
関
と

通
路
、公
共
施
設
、消
防
施
設（
消
火

栓
な
ど
）、そ
の
他
一般
家
庭
な
ど

配
分
金（
報
酬
）　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
よ
り
支
給

10
月
30
日

◇
午
前
10
時
〜
11
時

農
協
本
部
前（
沼
ノ
沢
）

◇
午
前
11
時
15
分
〜
11
時
45
分

石
田
鉄
工
㈱
前（
南
清
水
沢
４
丁
目
）

◇
午
後
１
時
15
分
〜
２
時
15
分

シ
チ
ズ
ン
夕
張
㈱
前

（
南
清
水
沢
４
丁
目
）

◆
第
４
回　

自
衛
官
候
補
生（
男
女
）

受
　
付　

10
月
１
日
〜
11
月
13
日

試
験
日　

11
月
18
日
〜
11
月
19
日
ま

で
の
い
ず
れ
か
１
日 

年
　
齢　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

◆
第
５
回　

自
衛
官
候
補
生（
男
女
）

受
　
付　

10
月
20
日
〜
12
月
11
日

試
験
日　

12
月
15
日
〜
12
月
16
日
ま

で
の
い
ず
れ
か
１
日 

年
　
齢 
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

◆
高
等
工
科
学
校
生
徒（
推
薦
）

受
　
付　

11
月
１
日
〜
11
月
30
日

試
験
日　

平
成
31
年
１
月
５
日
〜
１

月
７
日
ま
で
の
い
ず
れ
か
１
日

年
　
齢　

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
者

◆
高
等
工
科
学
校
生
徒（
一般
） 

受
　
付　

11
月
１
日
〜
平
成
31
年
１

月
７
日

試
験
日 
平
成
31
年
１
月
19
日

年
　
齢　

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
者

問
合
せ
先　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力

本
部
恵
庭
地
域
事
務
所 

☎
0
1
2
3
―
34
―
5
4
3
8

人　口 8,221人(－4人)
　男 3,795人(±0人)
　女 4,426人(－4人)

世帯数 4,840世帯(+6世帯)
（　）は前月比

※住民基本台帳法の改正に伴い、
　外国人住民が含まれています。

次
号
、広
報
ゆ
う
ば
り
11
月
号
は
、

11
月
1
日
に
配
布
し
ま
す
。

募
集
期
限　

10
月
31
日（
そ
の
後
も

随
時
受
け
付
け
し
ま
す
。）

申
込・問
合
せ
先

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー☎59

―
7
7
2
2

◇
午
後
３
時
〜
３
時
50
分

清
光
園
前（
南
清
水
沢
１
丁
目
）

◇
午
後
４
時
10
分
〜
５
時

夕
張
高
等
養
護
学
校
前（
千
代
田
）

10
月
31
日

◇
午
前
９
時
〜
11
時
40
分

市
役
所
前（
本
町
４
丁
目
）

◇
午
後
１
時
20
分
〜
２
時
20
分

マ
ル
ハニ
チ
ロ
㈱
夕
張
工
場
前（
沼
ノ
沢
）

◇
午
後
２
時
40
分
〜
３
時
40
分

北
海
道
博
愛
舎
前（
紅
葉
山
）

◇
午
後
４
時
〜
４
時
30
分

㈱
テ
ー
オ
ー
小
笠
原
夕
張
工
場
前

（
紅
葉
山
）

問
合
せ
先　

市
生
活
福
祉
係 

☎
52
―
1
0
5
9

平成30年9月1日　現在
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高齢者住宅への
　　　福祉除雪の受付を開始します。
対象者

除雪範囲

除雪期間

申込期限

申込・問合せ先

65歳以上で次の全てに該当する方
①市内に子どもなどの親族がいないなど、除雪を他の人に頼
れない方 
②ケガや病気のため体力的に除雪が困難な方 
③所得税非課税世帯の方 
④市税などの滞納がない方（納付誓約履行中の方は除く）

15㎝以上の降雪があった場合の玄関前と道路までの通路。
屋根の雪降ろしや時間の指定はできません。

12月１日～平成31年３月31日

10月19日

市生活福祉係　☎52―1059
南支所　☎59―6111
各ふれあいサロン


